
地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床機能再編支援事業）について
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＜目的＞

地域医療構想の実現に向けた自主的な病床削減や病床の統合による病床廃止等の

取組を支援する。

＜事業の種類＞

１ 地域医療介護総合確保基金事業補助金（病床機能再編支援事業）概要

概要補助金名

地域医療構想に即した病床機能再編を実施する際，減少する病床数に応じた給
付金を支給

単独支援給付金

複数の医療機関が，地域医療構想に即した病床機能再編を実施し統合する場合，
当該統合に参加する医療機関に給付金を支給

統合支援給付金

複数の医療機関が，地域医療構想に即した病床機能再編を実施し統合する場合，
当該統合によって廃止となる医療機関の未返済の債務を，統合後に存続する医療
機関が新たに融資を受けて返済する際の，当該融資に係る利子の全部または一
部に相当する額に係る給付金を支給

債務整理支援給付金
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＜補助対象＞

・ 高度急性期，急性期，慢性期のいずれかの稼働病床の削減が対象

・ 計画について，地域医療構想調整会議の議論の内容及び都道府県医療審議会の

意見を踏まえ，都道府県が地域医療構想の実現に向けて必要な取組であると認めた

ものが支給対象。
（参照） ９～16ページ 病床機能再編支援事業交付要領（県保健医療福祉課資料）

＜今後のスケジュール＞

１ 地域医療介護総合確保基金事業補助金（病床機能再編支援事業）概要

南薩保健医療圏地域医療構想調整会議で協議２月10日（火）

南薩保健医療圏地域医療構想調整会議としての意見を県担当
課へ提出

調整会議後

県医療審議会で審議
２月～３月

活用希望医療機関による給付申請，県による給付決定
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２ 過去の活用希望状況・協議結果

調整会議としての意見金額内容医療機関名

南薩保健医療圏で過剰である慢性期病床48床の削
減と共に，在宅医療連携体制の整備や介護サービ
スの強化を図り，在宅医療・介護連携の推進を図る
としており，南薩保健医療圏の地域医療構想の実現
に資するものである。

109,440千円慢性期48床
の削減

川辺生協病院
（南九州市）

Ｒ５

南薩保健医療圏で過剰である急性期病床19床の削
減と共に，無床診療所として外来機能を強化し，産
科及び婦人科領域の一次診療や更年期障害治療，
入院機能を持った医療機関との連携強化を図るとし
ており，南薩保健医療圏の地域医療構想の実現に
資するものである。

41,040千円急性期19床
の削減

森産婦人科
（枕崎市）

南薩保健医療圏で過剰である急性期病床19床の削
減と共に，胃がん，大腸がんの定期的な検査，早期
発見，早期治療，特定検診を行い，かかりつけ医と
して，南薩地域の医療機関と連携をとり南薩地域の
医療に貢献するとしており，南薩保健医療圏の地域
医療構想の実現に資するものである。

21,660千円急性期19床
の削減

神前クリニック
（南さつま市）

Ｒ５
～
Ｒ６
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３ 令和７年度の活用希望について（二次募集）
協議事項

＜医療機関名＞ 伊藤記念病院 （指宿市）

＜事業内容＞ 慢性期24床の削減

＜補助金額＞ 52,440千円

５～８ページ

単独病床機能再編計画書
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増減
再編後

（R8.3.31）
現在

－00高度急性期

－00急性期

－00回復期

－241943慢性期

－241943計

３ 令和７年度の活用希望について（二次募集）
協議事項

＜参考＞

南薩保健医療圏における病床の状況
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差し引き必要病床数
令和６年度

病床機能報告

△65694高度急性期

357353710急性期

103774877回復期

△25649624慢性期

119－119休棟

4891,8462,334計
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４ 南薩保健医療圏地域医療構想調整会議意見 事務局案

南薩保健医療圏において必要病床数に対して不足している慢性期病床の削減とな
るものの，慢性期病床削減後においては，在宅医療連携体制の整備及び介護サー
ビスの充実等を通じて在宅医療・介護連携の推進を図ることとしており，南薩保健医
療圏における地域医療構想の実現に資するものと考えられる。
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５～８ページ
委員のみ配布
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